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平
成
1
4
年
秋
、
市
立
図
書
館
の
電
算
化
“
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
、
早

3
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

入
館
者
数
は
従
来
の
約
1
〃
6
倍
、
年
間
1
2
万
人
を
越
え
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
の
4
人
に
1
人
以
上
が
市
立
図
書
館
の
利
用
者
カ
ー
ド
を
持
ち
、
1
5
万
冊
の
蔵

書
は
、
市
民
の
読
書
、
学
習
、
生
活
に
と
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
な
ど
の
読
み
物
ば
か
り
で
な
く
、
暮
ら
し
や
趣

味
“
教
養
に
役
立
つ
実
用
書
、
雑
誌
な
ど
を
揃
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
の
貸
し

出
し
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
の
解
決
を
お

手
伝
い
す
る
調
査
相
談
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
）
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
学
習

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
の
収
集
に
も
便

利
で
す
。
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
事
業
、
本
の
展
一
ホ
会
、
お
は
な
し
会
、
夏
休
み
映

画
会
、
図
書
館
ま
つ
り
な
ど
、
事
業
や
行
事
も
年
々
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
図
書

館
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
に
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
身
近
な

文
化
施
設
で
す
。

市
立
図
書
館
は
、
「
教
育
首
都
つ
る
」
を
目
指
す
市
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
一
環

と
し
て
、
今
後
と
も
資
料
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

図
書
館
を
暮
ら
し
の
中
に
取
り
入
れ
、
い
き
い
き
と
心
豊
か
な
ス
マ
ー
ト
ラ
イ

フ
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。


